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た。２人とも酔っていたため、だんだん口論も激しく

なり、マスターが空ピンで客の頭を軽く殴った。ピン

は割れて客は頭から出血したまま動かなくなった。救

急病院に運ばれたが既に死亡していた。当直医の診断

は、頭部打撲による脳挫傷であった。当然のことなが

ら、殺人被疑事件として司法解剖となった。頭皮には

確かにビールビンによる挫裂創があり縫合してあった

が、頭蓋骨や内部の脳に損傷は全く認められなかつ

た。しかし、左胸腔内には１リットル以上の血液が貯

留し、死因は解離'性胸部大動脈癌破裂であった。司法

解剖によって、マスターは傷害罪のみで、殺人者にな

らないで済んだのであった。

本書は、最新医学の手法を取り入れながら、日夜活

躍される熱血教授とともに、その下で働く教室員の仕

事、研究など、読者もいっしょになって推理する医学

を体験できるのである。

（旭川医科大学法医学講座）
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